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日
時　

９
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

定
員　

80
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

持
参
物　
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
２
年
４
月
版
」

保
険
医
と
は
何
か
を
含
め
た
保
険
診
療
の
基
本

社
保
講
習
会
・
入
門
編

日
時　

９
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

佐
久
間
泰
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
学
部
医
療
安
全

管
理
学
教
授
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

ト
ラ
ブ
ル
対
策
か
ら
学
ぶ
歯
科
医
院
の
生
き
残
り
戦

略
―
医
療
過
誤
・
ク
レ
ー
ム
の
実
例
か
ら

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

10
月
７
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

30
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

循
環
器
系
疾
患
・
骨
粗
鬆
症
治
療
に
お
け
る
医
科
歯

科
連
携
〜
顎
骨
壊
死
に
つ
い
てP

ositionP
aper

２
０
２
３
の
概
要

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

医
科
歯
科
連
携
経
験
交
流
会

日
時　

10
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

小
笠
原
正
氏
（
よ
こ
す
な
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、

日
本
障
害
者
歯
科
学
会
理
事
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

歯
科
医
療
が
困
難
な
方
へ
の
歯
科
医
療
〜
障
害
者
、

有
病
者
の
リ
ス
ク
管
理
〜

10
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
30
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

東
洋
ビ
ル
４
階
７
号
室

　
　
　

（
南
海
高
野
線
堺
東
駅
下
車
３
分
）

講
師　

 

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科

口
腔
外
科
部
長
）

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死
の
病
態
と
管
理
〜
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ペ
ー
パ
ー
２
０
２
３
の
変
更
点
と
診
療
所
に
お
け
る

留
意
点

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
講
習
会

無料相談

法
律　

９
月
４
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

税
務　

９
月
20
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

９
月
21
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

野
党
４
党
各
党
と
懇
談

８
月
２
日　

森
山
浩
行
衆
院
議
員
（
立
民
）

メ
リ
ッ
ト
あ
る
の
か

８
月
７
日　

辰
巳
孝
太
郎
、
清
水
忠
史
前
議
員
な
ど
（
共
産
）

徴
税
強
化
と
給
付
の

削
減
が
狙
い

　

冒
頭
、

森
山
議
員
は
、

「
保
険
証
を
廃
止
し
て
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る
の
か
？
間
違
い

が
多
い
が
、
そ
も
そ
も
シ
ス

テ
ム
に
手
作
業
が
多
す
ぎ
な

い
か
」
と
現
場
の
状
況
を
尋

ね
た
。
さ
ら
に
森
山
議
員

は
、「
本
人
が
希
望
も
し
て

い
な
い
情
報
が
勝
手
に
紐
付

け
さ
れ
て
い
る
。
今
の
シ
ス

テ
ム
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
欲
し
い
人
た
ち
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
シ
ス
テ

ム
だ
」
と
断
じ
、「
そ
も
そ

も
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
持
ち
歩

か
な
い
こ
と
が
前
提
だ
っ

８
月
７
日　

大
椿
裕
子
参
院
議
員
（
社
民
）

誰
か
儲
か
る
の

　

大
椿
議
員
は
、
「
社
民
党

は
保
険
証
は
残
す
べ
き
だ
と

い
う
立
場
だ
」
と
話
し
た
上

で
、
政
府
が
強
行
に
進
め
る

理
由
に
つ
い
て
協
会
に
尋
ね

た
。
吉
田
裕
志
副
理
事
長
が

「
財
界
の
要
求
、
社
会
保
障

削
減
が
大
き
な
狙
い
だ
」
と

伝
え
る
と
、
大
椿
議
員
は

「
な
ぜ
こ
ん
な
に
強
行
に
進

め
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、
誰
か

儲
か
る
の
？
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
も
多
い
の
で
は
な
い

か
」
と
応
じ
、
国
民
へ
の
不

安
に
思
い
を
寄
せ
た
。
さ
ら

に
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
義
務
化
に
よ
っ
て
医
療
機

関
が
ど
の
よ
う
な
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
る
の
か
」
と
尋

ね
、
小
澤
理
事
長
が
回
線
や

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、
補
助
金

と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど

の
負
担
を
説
明
し
た
。
大
椿

議
員
は
、「
先
生
方
の
話
を

聞
い
て
、
具
体
的
に
皆
保
険

制
度
、
国
民
の
権
利
、
憲
法

に
基
づ
い
て
こ
の
問
題
を
捉

え
な
い
と
い
け
な
い
と
理
解

で
き
た
。
野
党
で
集
ま
っ
て

先
生
方
の
話
を
聞
く
場
が
欲

し
い
。
保
険
証
廃
止
の
問
題

は
踏
み
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
」

と
応
じ
た
。

８
月
10
日　

大
石
晃
子
衆
院
議
員
（
れ
い
わ
）

な
り
す
ま
し

論
破
さ
れ
て
い
た

　

大
石
議
員
は
、
「
内
閣
支

持
率
も
下
が
っ
て
い
る
が
、

保
険
証
廃
止
を
め
ぐ
り
、
国

民
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
先
日
、
保
険
証
の
廃
止

は
進
め
る
が
資
格
確
認
書
は

交
付
型
に
す
る
、
更
新
を
１

年
か
ら
５
年
に
変
更
す
る
な

ど
、
国
民
の
怒
り
に
押
さ
れ

て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
国
民
の
不
安
は
解
消
し

な
い
と
思
う
」
と
最
新
の
情

勢
に
対
し
思
い
を
語
っ
た
。

小
澤
理
事
長
が
「
政
府
は
、

資
格
確
認
書
を
プ
ッ
シ
ュ
型

で
交
付
す
る
と
言
っ
て
い

る
。
保
険
証
を
紐
づ
け
て
い

る
人
と
そ
う
で
な
い
人
に
仕

分
け
し
、
保
険
者
が
確
認
し

て
発
行
作
業
を
行
う
と
い
う

が
、
大
量
の
実
務
を
期
限
切

っ
て
や
り
き
れ
る
か
」
と
懸

念
を
示
す
と
、
大
石
議
員
は

「
私
に
も
資
格
確
認
書
が
届

く
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
違

う
人
の
が
届
く
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。「
職
員
の

非
常
勤
化
も
進
む
中
で
、
こ

れ
ま
で
の
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル

を
見
て
も
資
格
確
認
書
で
う

ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
。
野

党
の
省
庁
レ
ク
に
参
加
し
厚

労
省
へ
の
追
及
も
あ
っ
た

が
、
な
り
す
ま
し
を
防
ぐ
た

め
な
ど
の
言
い
分
は
論
破
さ

れ
て
い
た
。
保
険
証
廃
止
を

や
め
た
ら
い
い
だ
け
の
話
」

と
運
動
の
必
要
性
を
強
調
し

た
。

　

辰
巳
前
議
員
は
、
協
会
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で
の

ト
ラ
ブ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
「
現
在
も
ト
ラ
ブ
ル
は
解

消
し
て
い
な
い
の
か
」
と
尋

ね
、
昨
年
10
月
に
後
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
が
２
倍
化
し

た
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
で
は
誤
り
が
増
え

て
い
る
問
題
に
対
し
、
見
切

り
発
車
で
の
シ
ス
テ
ム
の
重

大
さ
を
指
摘
し
た
。
清
水
前

議
員
は
、「
話
を
聞
い
て
い

る
と
現
場
に
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
。
事
務
負
担
が
増
え
て
い

る
。
目
的
は
徴
税
強
化
と
社

会
保
障
給
付
の
削
減
だ
。
企

業
の
儲
け
に
も
繋
が
っ
て
い

る
」
と
政
府
の
狙
い
を
問
題

視
し
た
。
さ
ら
に
、
資
格
確

認
書
の
全
件
交
付
に
つ
い
て

は
、「
数
千
万
規
模
。
発
行

費
用
と
労
力
を
考
え
る
と
何

の
た
め
の
制
度
な
の
か
。
現

行
の
健
康
保
険
証
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
は
、
最
大
の
一
致

で
き
る
要
求
だ
と
思
う
。
世

論
と
一
緒
に
動
か
し
て
い
き

た
い
」
と
協
会
の
要
望
に
応

じ
た
。

　

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
よ
う
、
協
会
が
大
阪
選
出
国

会
議
員
へ
面
談
を
申
し
入
れ
た
件
で
、
野
党
４
党
の
各
国
会

議
員
、
政
党
幹
部
が
面
談
に
応
じ
た
。
詳
細
を
紹
介
す
る
。

た
。
カ
ー
ド
情
報
が
と
ら
れ

て
し
ま
え
ば
、
４
桁
の
番
号

で
情
報
が
盗
ま
れ
て
し
ま

う
。
券
面
も
表
裏
に
情
報
を

分
け
る
な
ど
、
専
門
家
の
中

で
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
さ

れ
て
い
な
い
」
と
極
め
て
重

要
な
個
人
情
報
に
も
関
わ
ら

ず
漏
洩
対
策
な
ど
当
然
の
対

応
が
取
ら
れ
て
い
な
い
現
シ

ス
テ
ム
の
問
題
点
を
指
摘
し

た
。「
延
期
と
言
っ
て
い
る

が
、
個
人
的
に
は
今
の
シ
ス

テ
ム
は
廃
止
す
る
し
か
な
い

と
思
う
」
と
答
え
、
協
会
か

ら
の
廃
止
凍
結
に
協
力
し
て

ほ
し
い
と
の
要
請
に
、
分
か

っ
た
と
応
じ
た
。

　

そ
の
た
め
、
設
問
の
よ
う

な
「
手
技
が
難
し
そ
う
」
と

思
っ
た
だ
け
で
は
診
療
拒
否

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
正
当
な

事
由
に
「
標
榜
診
療
科
以
外

に
属
す
る
疾
患
で
あ
り
、
患

者
が
了
承
し
た
場
合
（
た
だ

し
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

す
る
必
要
が
あ
る
）」
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
充
分

に
診
察
し
た
上
で
、
適
切
な

治
療
法
、
医
療
機
器
や
手
技

上
の
問
題
点
、
対
応
可
能
な

口
腔
外
科
が
近
隣
に
あ
る
こ

と
な
ど
説
明
を
尽
く
し
、
患

者
さ
ん
が
了
承
さ
れ
れ
ば
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。
（
た

だ
し
、
応
急
処
置
が
必

要

な

ら

対

応

す

べ

き
。）
こ
れ
は
、「
説
明

義
務
」
と
「
患
者
の
自

己
決
定
権
」
の
点
か
ら

も
重
要
で
す
。

２ 　

転
送
（
転

医
）
さ
せ
る
義

務
も
あ
り
ま
す

　

で
は
、
説
明
を
尽
く

し
て
も
患
者
さ
ん
が
了

　

自
分
で
は
経
験
の
な
い
手

技
を
必
要
と
す
る
患
者
さ

ん
。
難
し
そ
う
で
す
。
で
き

れ
ば
他
院
に
行
っ
て
欲
し
い

の
で
す
が
、
断
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

１ 　

応
召
義
務
の
原
則

が
あ
り
ま
す

　

歯
科
医
師
は
、
患
者
さ
ん

か
ら
診
療
を
し
て
ほ
し
い
と

求
め
ら
れ
た
場
合
、
原
則
拒

否
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
応
召
義
務
と
い

い
、
歯
科
医
師
法
19
条
１
項

の
定
め
が
あ
り
、
例
外
的
に

「
正
当
な
事
由
」
が
あ
る
場

合
の
み
免
除
さ
れ
ま
す
。
患

者
保
護
の
た
め
の
公
法
上
の

義
務
で
す
が
、
診
療
拒
否
に

よ
っ
て
患
者
さ
ん
に
損
害
を

与
え
た
場
合
は
損
害
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
歯
科
医
師
側
が
正
当
な

事
由
を
主
張
・
立
証
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
診
療
拒

否
の
「
正
当
な
事
由
」
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
厚
労

省
通
知
等
で
解
釈
が
示
さ
れ

て
お
り
、
歯
科
医
師
の
不
在

や
病
気
で
事
実
上
診
療
が
不

可
能
な
場
合
や
、
診
療
時
間

外
で
地
域
に
休
日
夜
間
診
療

体
制
が
あ
り
、
か
つ
症
状
が

軽
度
で
あ
る
場
合
な
ど
が
当

た
り
ま
す
が
、
単
に
患
者
が

窓
口
支
払
い
を
し
な
い
な
ど

は
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

承
さ
れ
ず
、
な
お
も
診
療
を

求
め
ら
れ
た
場
合
は
ど
う
な

る
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
歯
科
医
師
に
は
、
応
召

義
務
に
加
え
て
、
診
療
契
約

に
付
随
す
る
義
務
と
し
て
、

自
己
の
人
的
・
物
的
能
力
と

の
関
係
か
ら
、
自
ら
こ
れ
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
医
療
機

関
へ
患
者
さ
ん
を
転
送
（
転

医
）
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
と

解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
（
保
険

医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
療

養
担
当
規
則

16
条
を
参

照
）。
し
た
が
っ
て
、患
者
さ

ん
に
説
明
を
し
て
了
承
が
あ

れ
ば
診
療
を
断
る
こ
と
は
可

能
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
診

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
ら
、

患
者
さ
ん
に
さ
ら
に
説
明
を

尽
く
し
て
、
で
き
る
範
囲
の

処
置
を
行
っ
た
上
で
、
速
や

か
に
転
医
先
を
紹
介
す
る
こ

と
が
妥
当
と
考
え
ま
す
。

　

応
召
義
務
や
転
医
義
務
の

解
釈
は
個
別
に
判
断
さ
れ
ま

す
の
で
、
説
明
義
務
を
尽
く

し
た
こ
と
を
カ
ル
テ
等
の
記

録
に
残
し
て
お
く
こ
と
や
、

患
者
さ
ん
の
「
同
意
書
」
を

作
成
し
て
形
に
残
す
こ
と

も
、
歯
科
医
師
の
身
を
守
る

と
い
う
意
味
で
も
重
要
で

す
。

 

（
弁
護
士　

宮
本
亜
紀
）

法学教室
法学教室

のの
歯科診療所
歯科診療所

第　回
第　回

トラブルになる前にトラブルになる前に

３

応召義務、転医義務
説明を尽くすことが重要


